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2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト 勝ち点4 勝ち点2試合ＮＯ 218

83 62

敗チーム

甲南大学

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.11
大阪産業大学開始時間 13:00

会　　場 甲南大学

戦評
【総括】
平成28年度関西学生バスケットボールリーグ戦4日目の3試合目は大阪産業大学対甲南大学という対戦カードと
なった。序盤は一進一退の攻防が続いたが大産大の泥臭いプレイが光り点差を広げた。後半、甲南大の#2岩崎、
#13武田の2年生コンビが活躍を見せるが底力をみせた大産大に軍配があがった。
【第1ピリオド】
一進一退の攻防が続くなか、大産大#12玉井の高さを活かしたプレイなどで得点を積み重ねる。一方、甲南大は#2
岩崎を中心とした攻めでくらいついていく。第1ピリオド終了3分前、甲南大は激しいディフェンスをし遂に逆転に成
功。どちらもゆずらない展開で、17-16と甲南大の1点リードで第1ピリオドが終了した。
【第2ピリオド】
大産大は泥臭くリバウンドやルーズボールを追いかけ#88花田、#45金で得点を重ね逆転に成功し試合の流れを掴
む。大産大は#45金の3Pシュートを皮切りに徐々に点差を開きにかかる。大産大の流れを止める事ができない甲南
大だったが、#13武田の鋭いドライブからの得点などで大産大にくいさがる。リバウンドやルーズボールで得点を重
ねた大産大が44-32と12点差で前半を終了した。
【第3ピリオド】
後半、大産大#0福原、#12玉井のBIG2のゴール下などで得点をとり勢いがとまらない。しかし、甲南大の#24藤井の
ドライブやディフェンスが光る、相手の高さに負けじと果敢に飛び込みリバンドに行く甲南大だったが、交代して入っ
てきた大産大#75伊東がいい活躍をみせ点差を縮めさせない。だが、ディフェンスプレッシャーを強めた甲南大が#2
岩崎、#13武田の2年生コンビが活躍をみせ、#13武田の3Pシュートのブザービートで57-56と1点差で第3ピリオドが
終了し、第4ピリオドへ突入する。
【第4ピリオド】
どちらの大学も応援が盛りあがりボルテージが上がるなか、甲南大は#13武田、大産大は#2伊藤がいい活躍をみせ
る。大産大#75伊東がオフェンス、ディフェンスどちらでも素晴らしい活躍をみせ点差を広げる。そのまま流れを掴ん
だ大産大が徐々に点差を広げていったが、甲南大も諦めずガッツのあるプレイを見せてくれたが、83-62で大産大
が勝利した。
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関西学生バスケットボール連盟
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Ｆ REBOUND選　手　名 ＦＴ

玉井 和尭 19 23

PTS ３Ｐ ２Ｐ MIN
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